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1. はじめに 

 大学研究室で定期的に開催されるゼミでは，研

究活動に関して他者と議論する．それにより研

究活動の誤りや改善点，新たな発想に気付く．

しかし，議論内容は時間経過により忘失される．

そこで議論内容における想起やゼミ不参加者と

情報共有するために，テキストや映像記録など

でゼミ議事録を作成して蓄積する．また，発表

資料，実験データなどの研究成果物も同様の目

的で蓄積される．しかし，蓄積されたゼミ議事

録や研究成果物が必ずしも利用されているとは

言えない．この理由として，蓄積された膨大な

ゼミ議事録や研究成果物から必要な情報を探索

する時間的コストが考えられる．また，議論の

経緯とその結論，発言者などの情報が，削除や

改変されずに残され，議論内容を素早く把握で

きることが求められる． 

 そこで本研究では，ゼミ議事録と研究成果物の

利用を活性化するために，それらの利用にかか

るコストを低減するシステムを開発する． 

2. 関連研究 

議論内容を変質させずに保存し，把握支援する

ため，発言単位で記録した議事録を再構成する

研究が存在する．松村らは，議論全体の流れの

把握支援のため，議論構造を可視化した [1]．森

らは，リフレクションを支援する議論構造モデ

ルを提案し，これを機械的に作成する手法を提

案した [2]．これらの研究は，閾値が不適切だと

議論内容の把握が困難になり，議論の結論のみ

を把握したい場合でも議事録全体を探索する必

要がある．しかし，内容が把握しづらい点が指

摘されている [3]． 

3. 提案手法 

本研究では，ゼミの議論内容を発言単位で内容

把握支援のための情報を付与しながら記録し，

効率的に議論内容を把握できるよう構造化して

ゼミ議事録として再構成する手法を提案する．

また，ゼミ映像記録と研究成果物をゼミ議事録

と関連付けることで，その閲覧にかかるコスト

を低減する．  

 

 

 

 

3.1. ゼミ議事録の作成 

ゼミ議事録は一回のゼミを一単位とする．まず

開催日時，参加者を記録し，参加者の中から発

表者を選択し，議論内容を発言単位で，発表者，

発言者，発言意図，発言日時の情報を付与しな

がら記録する．発表者は，ゼミの発表ごとに発

言情報を収集するため付与する．発言者は，誰

が何を発言したか把握するため付与する．発言

意図は由井薗らの考案した意味タグ [4]に基づい

たもので，議論の内容把握支援や，議論の結論

にあたる発言の機械的収集のため付与する．表 1

に発言意図とその意味を示す．発言日時は，発

言情報を時系列に整理するため付与する．また，

ゼミの議論内容を情報削減せず残すために映像

（あるいは音声）を記録する． 

ゼミ議事録と関連する研究成果物は，ゼミ議事

録にその研究成果物へのリンクを付与する． 

3.2. ゼミ議事録の分析・再構成 

発言が議論の流れに対して与えた影響度を算出

し，発言を話題ごとに分類してノードを作成す

る．次に話題間の類似度によりエッジを作成す

ることで議論を構造化する．議論構造から議論

の内容把握支援のため，話題から複数キーワー

ドを抽出してノードに表示する．このノードを

選択すると発言の詳細記録が確認できる．また，

発言を話題ごとに分類する閾値を，システム上

から操作で対話的に操作可能とする． 

付与した発言意図の可視化により，質問に対し

て回答がされたか，どのようなアイデアが出た

かなど，課題や決定事項の把握支援を図る．ま

た，「課題」や「決定」が付与された発言をノ

ードに表示することで，課題や議論の結論にあ

たる発言のみを確認できる． 

ゼミ映像記録の閲覧の手間を低減するため，発

言日時の情報から映像記録の再生位置を特定す

る．また，ゼミ議事録と関連する研究成果物を

収集し，議論構造と合わせて提示する． 

3.3. 再構成したゼミ議事録の利用 

再構成したゼミ議事録の具体的な利用例を示す．

ある発表者に関連する発言を複数のゼミ議事録

に渡って収集し，ゼミ議事録ごとに分析・再構

成する．検索者は議論構造のノードに表示され

たキーワードから興味のある話題を発見し，そ

のノードを読み深めたり，エッジから関連する
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話題を辿ったり，与えられた課題を遂行したか，

どんな結論に至ったか確認できる．ゼミ議事録

を閲覧により，より詳細内容を把握したい場合，

発言の選択により映像記録中の発言箇所が再生

される．また，発表者が作成した発表資料，調

査した論文，実施した実験のデータ，へのリン

クを同じ画面に表示することで，それらの探索

にかかるコストを低減する． 

 

表 1 発言意図タグ 
発言意図タグ 意味 
報告 
質問 
回答 
感想 
アイデア 
課題 
決定 
その他 

発表者の進捗報告 
質問 
質問に対する回答 
感想やコメント 
アイデア 
発表者に与えられた課題 
議論により至った決定事項 
上記以外のもの 

 

4. ゼミ議事録と研究成果物の蓄積システム 

提案システムの実装について述べる．実装には

オープンソースの eポートフォリオ CMSを用い，

機能拡張することでシステム開発の工数削減を

図る．オープンソースの eポートフォリオ CMSと

して代表的なソフトウェアは Maharaと Sakai OSP

があり，どちらも機能拡張の枠組を備える．シ

ステム導入の面では，Maharaは Sakai OSPより容

易であるため [5]，本研究では導入が比較的容易

な Maharaを用いる． 

Mahara にはファイル機能やグループ機能が存

在する．ファイル機能によりゼミ映像記録や研

究成果物を一元管理し，グループ機能によりゼ

ミ議事録や研究成果物の共有範囲を指定する．  

ゼミの議論内容を，発言単位で様々な情報を付

与しながら蓄積する機能は Mahara の既存機能で

は難しいため，プラグインとして実装する．図 1

に発言記録画面を示す．発表者の選択により発

表者ごとの記録画面が表示される．発言文を入

力し，発言者と発言意図を選択して発言情報を

登録する．入力の手間低減のため，キーボード

の操作だけで発言が登録できる．また，Mahara

のファイル機能をこの画面から利用でき，関連

するゼミ映像記録や研究成果物の登録・選択す

ることで関連付けの容易化を図っている． 

この蓄積データを分析・再構成し，ゼミ活動と

ゼミ活動に関連する研究成果物の記録の利用コ

ストを低減する．しかし，蓄積データを分析・

再構成する機能は現時点では未実装である．ま

た，発言が議論の流れに対して与えた影響度の

算出，キーワードを抽出する手法は検討中であ

る． 

 
図 1 発言記録画面一例 

（発表者 2の発表，議論内容を記録） 

 

5. まとめと今後の課題 

 本研究では，ゼミ議事録と研究成果物の利用に

かかるコストを低減するための分析・再構成法，

機械的に分析して再構成するために必要な情報

を議論した．また，ゼミ議事録と研究成果物を

機械的に分析・再構成するのに必要な情報を取

得して蓄積するためのシステムを開発した． 

 今後，蓄積された情報を機械的に分析・再構成

する機能を実装し，本研究の提案するゼミ議事

録と研究成果物の提示法の有効性を調べたい． 
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